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図16地表面温度の目変化に及ぼす地表面の　　　　　図17地表面温度の目変化の季節によるちがい．
　　　空気力学的粗度高Z。の影響．各線の　　　　　　　　夏至の目の温度は下に！1κ，冬至の目の温
　　　説明は図6と同じ．　　　　　　　　　　　　　　　度目盛は上に10℃ずらしてある．実線は
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ん＝1のとき，点線はん＝0のときである．
なれば温度は高くなり，とくにピークが大きい．この事実はZ。が大きいと顕熱と蒸発（ただ
しん＝0のときは蒸発はない．）が大きいので地温の上昇が妨げられることを示している、
　（9）季節のちがいによる影響
　標準モデルは春分および秋分の目をとっているので夏と冬についてその差異をみる．助変数
として夏至と冬至の状態をとり表2で示
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　表2　季節のちがいによる助変数の値す．平均気温θ亙だけでなく，相対湿度を
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（春分および秋分は標準モデルである．表1参照）
考慮して晦も各々に応じた値をとる　θ亙　＿　　　　　　　　　，　　　　　　＿
の差異による以前の議論より，θ亙の差だ
け平行移動させて図示したのが図17であ
る．季節により最も違う量は目射量だか
ら，これを図18に示す．ん＝0のとき，す
δ　　　　θ五　　　　勿
夏　　　至 ・・Wl・げ…　㎜・・
春分・秋分 ±O 16oC　　　　　10mmHg；
冬　　　至1 一23口30’　6℃　5㎜・Hg1
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なわち蒸発がないとき，目射は直接地
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　、表面温度丁。に関係してくる．図17，　　　　　　　　　　　　　　＼
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1y／d・y　　　　　　　＼図18をみれば明らかに目照時間は夏至　　　2000
の方が長いため，T。が高温である時　　　　　　　　　　　　　　　、
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　、
間もまた長い．しかし，夏至の目射量
は冬至に比べるとおよそ3倍ぐらいの
大きさであるにもかかわらず，乃の　1。。。　　　、
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ドSumme「
目変化の振幅は，特にん＝1のとき　　　　　　　　　　　　　　　、Eq，i、。、
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　目夏でも冬でもあまり変わらたい．これ　　◎　　　　　　　　　　　　　Winte「
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　句　　　　　　　　　　　　　　　　　　　○は観測事実とも一致する・この計算例　竃　　　　＼l
と。・一。。％に相当する、地表面からの　　　　　川
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　／　’1
ll㍗1籔1∵　1／l　l
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．1
れる傾向をもつ’　　　　　l　／1
5・結論　　　　　　　　　　　　　　　　　1
　地表面の熱収支をいろいろな境界条　　　　O　　　　　　　　　　　　　，
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　60626466687072505254565860hr件のもとで，地表面温度丁。を主とし　　　　　　　　　　　　N．o、
て調べてきた・その際・地表からの蒸　　　　図18夏至，春分，秋分，冬至における地表
発がいつも充分に可能である場合（ん　　　　　　面の水平面目射量の目変化・
＝1）と，蒸発がない場合（ん＝O）の極端な状態における現象をみた・このことは蒸発能係数
んは，この数値実験を進めるのに最も重要な助変数であると考えたからである．一般に蒸発は
この極端な二つの場合の中問的な状態にあるから，両方についての特性が知れれば，ほぼどの
ような事例でも議論することができる．ん＝1，ん＝Oの標準モデノレにおける熱収支と風速，気
温，水蒸気圧，地温の目変化を詳紬に知った．蒸発がない場合，”＝0であるため地温が上昇
し，目変化が激しくなることも顕熱Q，地表面へ入る正味の放射熱量心，地中伝導熱Gの目
変化をみることにより理解できた、
　境界条件の差異に対する地表面温度丁。の目変化を調べるために1個，あるいは2個以上の
助変数を変化させたとき，その特性は大部分予想されるものと一致した．そしてん＝1，ん＝O
の差異は季節のちがいによる変化以外は，ん＝0の場合には高温になり，目変化がはげしくな
る特徴をもった．
　そのほかおもな特性をまとめると
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　（1）Z亙＝100mの高さの平均風速σ刀はある値以下では地表面温度に及ぼす影響はなく
なる．
　（2）平均水蒸気圧勿は夜間および明けがたの低温に大きく寄与する・目中はあまり影響
がない．
　（3）平均気温θ亙は全体の平均温度を左右するだけで，目変化の形には関係しない．
　（4）地中の熱伝導係数が大きいと，地表面温度の目変化の振幅は小さい．
　（5）　目射に対する反射率が0．8のときは，0の時に比較して目変化の振幅はおよそ半分に
なる．
　（6）　目変化の振幅は季節によってあまり変わらない．
　（7）厚い雲のときは目変化が小さいという一般にいわれている事実を，地表面へ入る正味
の放射熱量と関係づけて確認した。
　（8）地表の空気力学的粗度の影響は予期した以上に大きく，Z。が大きいと地温は低い。
　地表付近のいろいろな現象のうち地表温度は最も重要な量である・これは降霜・雪面冷却・
路面温度予報などに直接的な情報であるばかりでなく，陸地蒸発などの研究に欠かせない・こ
の数値実験の結果，種々の境界条件のもとにおける地温，気温などの目変化を熱収支とともに
知ることができた。そしていろいろな環境状態において翌目の気温を全目にわたって予報でき
る可能性を見出した．
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